
こども未来会議室
速報版

令和７年度

＜テーマ＞
私たちが市⻑になったら○○します︕

〜魅⼒あるまち船橋へ〜



中学生の皆さん、「こども未来会議室」に向けて様々な提案をしていただきありがとうござ
いました。

また、代表生徒の皆さんも夏休みの貴重な時間に「こども未来会議室」にご参加いただきあ
りがとうございました。

今年も、中学生ならではの様々な提案があり、普段と違う視点からまちを知ることができ、
プロジェクトメンバー全員とても良い経験になりました。

限られた時間の中だったと思いますが、学校内で提案をまとめたり、発表の練習をしたり、
学校代表としてしっかり準備をしたことが伝わってくる堂々とした発表で、とても素晴らし
かったです。皆さんも、他校の提案を聞いて、様々な発⾒があったのではないでしょうか。

皆さんが少しでも船橋市のことに興味を持ったり、まちを良くするために活動している⼈が
たくさんいることを知ったり、何よりも「こども未来会議室」に参加して楽しかったと感じて
くれていたらうれしいです。

ご参加いただき、本当にありがとうございました︕

こども未来会議室プロジェクトメンバー一同

「こども未来会議室」に参加してくれた皆さんへ
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 湊中学校
 葛飾中学校
 法田中学校
 御滝中学校
 芝山中学校
 習志野台中学校
 豊富中学校

 県立船橋夏見特別支援学校
 宮本中学校
 旭中学校
 高根中学校
 八木が谷中学校
 前原中学校
 千葉日本大学第一中学校

 船橋中学校
 若松中学校
 二宮中学校
 七林中学校
 三山中学校
 高根台中学校
 坪井中学校

 海神中学校
 行田中学校
 飯山満中学校
 三田中学校
 古和釜中学校
 大穴中学校
 小室中学校

第１回 ７月３０日（水）

第３回 ８月５日（火）

第２回 ８月４日（月）

第４回 ８月７日（木）
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各回の発表校



湊中学校

葛飾中学校 船橋アプリを作ろう︕

船橋市の北部の開発について

㊫

㊫

第１回 ７月３０日

【背景】
 南部と北部の開発に差がある。
 南部︓利便性が高い駅が多く、大型商業施設もあり住みやすい場所
 北部︓商業施設が少なく田畑面積が多い、交通の不便さが目⽴つ

ただ、アンデルセン公園など自然を活かした施設もある
【提案】
 開発に伴う交通量増加の対策として、歩道と⾞道の整備する
 大型商業施設と駅を開発することで、雇用を確保し活気に繋げる
 駅近に年齢層に合わせた利便性の高い住居を確保する
 課題である費用面は、⻑い時間を掛けてクラウドファンディングを活用

【背景】
 ２０２２年の船橋市観光客数は約８２万⼈
 観光客数トップ１０ランク外
 観光地はあるが魅⼒が伝わっていない
【提案】
 船橋アプリを作り、特産品や観光品を発信、学校の休校連絡に用いる
 お店や観光地にふなっしーるを設置して地域活性化を⾏う
 ふなっしーるをアプリで集めると、買い物で使えるポイントを付与し

リピート効果、県外からの買い物客も増やし、売り上げUPが期待
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法田中学校

御滝中学校 特産品から創りあげる船橋市

船橋市の熱中症対策について

㊫

㊫

第１回 ７月３０日

【背景】
 周りに暑さをしのげるところ、遊んでいるときに涼める場所が少ない
 市内にはミストの設置数が少ない
 船橋市のHPで熱中症の対策方法が掲載されているが、周りに聞いた

ところ実際に⾒ている⼈が少なく、なかなか認知されていない
【提案】
 公園などの緑地化を進め、市内の日陰を増やす
 学校や駅（⼈の多いところ）にミストを設置することで、移動中の

体温を下げ、熱中症対策をする
 ポスター等で暑さをしのげる場所を掲載し、熱中症予防を周知

【背景】
 特産品のブランド化について調査をしたところ、梨90％超、小松菜

83％、にんじん53％の認知度
 特ににんじんは千葉県の特産品と知っていても、船橋でブランド化を

していることを知らない⼈が多かった
【提案】
 船橋市のブランド品の種まき〜収穫まで体験ができるイベント活動
 校外学習などのイベントで活動体験を実施し、特産品に興味をもつ

きっかけを作る
 学校で特産品のポップ作りをし、地域スーパーの掲示
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芝山中学校

習志野台中学校

より若者の意⾒をきくために
意⾒箱（目安箱）を設置します!

㊫

㊫

第１回 ７月３０日

【背景】
 将来を踏まえたこども未来会議室の取り組みは良いが、中学生に限らず

もっと幅広い意⾒を取り⼊れてもいいのではないか
【提案】
 若者の意⾒を吸い上げる方法として、目安箱の設置
 ターゲットは若者世代。若いといっても小学生から若パパママ世代まで

様々な世代があり、世代ごとにそれぞれ課題がある
 利用者の多い駅、商業団体・施設に協⼒を依頼
 年に数回選ばれた代表者と意⾒交換をし、内容と回答を広報に掲載

【背景】
 市内に生ごみ等を埋め⽴てられる⼟地がなく、他市の自治体で処分の

依頼をしている状況
 他市と比較すると農業に触れ合える場所や農業を身近に感じられる

施設が少ない
【提案】
 コンポスト、ごみ箱をゴミステーションの近くに設置する
 生ごみを肥料にリサイクルし、その肥料でブランド野菜をつくる
 野菜の収穫体験ができるような農業施設を増やす
 自然を活かしたカフェを作る

船橋の農業を盛り上げる施設の実現や
リサイクル活動をします︕
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豊富中学校

㊫

第１回 ７月３０日

〜第１回の様⼦〜

アンデルセン公園の魅⼒をさらに高めます!

【背景】
 年々豊富中の生徒が減少している。全校生徒は71⼈にまで減少
 北部地区の活性化を図るためにアンデルセン公園の魅⼒を高める必要
 コロナ禍で大幅に⼊園者数が減少し、70万⼈までしか回復していない
【提案】
 他テーマパークでの成功例を元にイルミネーションの集客⼒に着目し、

冬季のイルミネーションを復活したい
 過去にアンデルセン公園で夜間開放をしていたときは、2日間で1万⼈を

超えるイベントであり、ワークショップも⾏列だった
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海神中学校

⾏田中学校 食品ロス削減について

自習室の設置

㊫

㊫

第２回 ８月４日

【背景】
 家では集中できない⼈がいる
 学校以外にもいつでも簡単に集中して勉強できる場所が欲しい
 塾に⾏っていない⼈や資格をとりたい大⼈の方が気軽に勉強できる

【提案】
 市内に無料の自習室を作る
 自習室管理⼈を派遣し、自習室の維持管理を⾏う
 空調や防音等の自習室内の設備を整え、利用者の増加を図る
 自習室の場所や混み具合がわかるアプリを作る

【背景】
 食品ロスは経済損失・環境負荷・食糧不⾜の深刻化
 日本全体では２０１８年度時点だと計６００万トン食品ロスがある

【提案】
 食品ロス削減のためのパートナー講座を⾏う
 他市のフードロス対策を参考にして、冷凍庫収納術の紹介や

食べ切り協⼒店の募集
 各学校や公共施設での講演会を⾏ったり、講演会の中でフードバンク

などに関する情報（認知度の低い情報）を伝える
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飯山満中学校

三田中学校 船橋市の由来 〜船橋の食材を利用して〜

船橋にある駅の治安を改善します︕
〜住み続けられる街づくりを目指して〜

㊫

㊫

第２回 ８月４日

【背景】
 駅前に迷惑な⼈達がおり、夜は路上飲酒や路上喫煙など治安が悪い
 船橋市では１日に約４０件事件が起きている
 ⼈⼿にも限界があるので、効率良く治安を守りたい

【提案】
 夜間監視ＡＩドローンを導⼊し、迷惑⾏為を発⾒次第警察に通報
 １駅に２台設置２台待機し、常に監視が出来るようにする
 映像も記録し、犯罪の解決にも役に⽴てる

【背景】
 船橋市の由来を知り、こんな由来があるのだと感心をした
 船橋市には神社が54社あり、各神社の由来を知ってもらいたい
 船橋駅や大神宮下駅周辺だけでも神社は11社ある
【提案】
 市内の神社でスタンプラリーやクイズラリーを開催する
 クイズラリーを⾏う際は、市内の小中学生がクイズを作成することで、

小中学生も地域のことを知ることができる
 船橋市には多くの特産品があるため、スタンプラリー等に特産品の内容

も⼊れて、神社と合わせて知ってもらう
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古和釜中学校

大穴中学校 学校に自動販売機を設置します︕

船橋の新たなご当地スイーツ（デザート）をひろめよう

㊫

㊫

第２回 ８月４日

【背景】
 水筒を忘れたり、持参した水筒の中身が学校生活中になくなる事が多い
 中身がなくなった場合、我慢している生徒が約半数いた
 水分補給を我慢すると熱中症のリスクがある

【提案】
 中学校に自動販売機を設置する(災害に備えライフライン自動販売機)
 商品は熱中症対策のため、お茶、水、スポーツ飲料等
 2次元コード決済(生徒⼿帳の裏に専用の⼆次元コードを貼り付ける)を

導⼊し、⾦銭トラブルを防ぎ、保護者が⾦銭管理できる設定にする

【背景】
 特産品は多く知られているがご当地グルメの認知度は低い
 船橋のご当地グルメを知らない古和釜中学校生が多かった（約7割）

【提案】
 梨ソフト、梨ジュース、梨パフェ、梨のかき氷シロップといった、ご当

地スイーツの提案
 ご当地スイーツのアイデアを募集する、梨グルメコンテストの開催
 梨は新鮮なものだけではなく、品質上は問題のない訳あり品も使用し、

環境にも配慮したご当地スイーツにする
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小室中学校 世代をつなげるスポーツイベントを開催します︕
㊫

第２回 ８月４日

〜第２回の様⼦〜

【背景】
 小室センターだよりから、同一世代の交流は確認したが、全世代が交流

できる機会は確認できなかった
 船橋市スポーツ健康都市宣言に「スポーツを通じて、いきいきとした

地域の輪を広げよう」がある
 スポーツ活動をしていない⼈が約半数いる
【提案】
 公⺠館事業で世代をつなげるスポーツイベントを開催（囲碁ボール等）

→運動不⾜の解消や、年代問わず多くの⼈と関わることで地域の中が
深まり、防犯面や災害時の共助につながる
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船橋市⺠に船橋を知ってもらう⼯夫を増やします︕

㊫

第３回 ８月５日

【背景】
 船橋の事を知っている⼈は約6割を超えていたが、「なし祭り」「公式

youtube」、「大神宮の祀神が太陽神アマテラス」について聞き、再度
船橋についてどれくらい知っているか聞いたところ約7割が船橋につい
て知らないという結果であった

【提案】
 市役所（美術コーナー）にミニ博物館を作る

→幅広い世代に⾒てもらえるように貝塚や大神宮関係の展示し、みんな
が知らない船橋を知ってもらう。市役所に作れば身近になると思う

 船橋を連想させるSNSアイコンの変更等、広報活動の活性化を⾏う

中学校

宮本中学校
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みんなが学ぶ機会を得られる町にしたい県⽴船橋夏⾒特別⽀援学校

㊫

【背景】
 自分が学校に⾏けず、心がつらかった
 周囲の⼈に学校に通えない⼈がいる
 学校へ⾏けない⼈達の気持ちがわかるから、その⼈達の助けになりたい
【提案】
 オンライン授業でライブ配信授業を採用し、生活リズムを整える
 体験活動（スポーツ、料理・裁縫、農作業、職場体験）を通じて、友達

と協⼒すること、自分で解決する⼒、自分の得意なことを⾒つける
 相談できる⼈がいる環境をつくる

→学習や進路について気軽に相談できる⼈がいるようにする



旭中学校

高根中学校 災害時のために

㊫

第３回 ８月５日

【背景】
 学校の総合の授業でハザードマップを作成したり、市役所でやっている

出前講座を活用し積極的に災害について学習してきた
 大規模施設等で災害対策もあるが、費用を抑え、気軽に災害に備える

対策に注目した
【提案】
 ベルマークを活用し、小中学校だけでなく公⺠館等でも回収箱を設置
 集計は地域の方々に実施してもらうことで、地域交流にもつながる
 集まったベルマークで災害対策グッズや、水を使わない宇宙食へ交換
 町会等で一日一泊避難訓練を実施し、地域の防災⼒を上げる
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〜私が市⻑になったら〜
ふなばしアプリを改良します︕

㊫

【背景】
 名所や遊び場などの情報が少なく、調べるサイトが色々あるため、

結局決まった場所でしか遊ばなくなってしまう。
 地域の関わりが少なく、地域の魅⼒や雰囲気等が分かりづらい
【提案】
 「ふなっぷ」アプリが船橋市に住んでいる⼈全員が関われる機能を導⼊

→名所や飲食店、遊び場、地域のイベントが投稿できる機能やマップ機
能をつける

→店やイベントの主催者が情報を発信し、マップで確認できるようする

旭中学校



【提案】
 「ふ・なばしフェア」を開催し、幅広い⼈に船橋の特産品の魅⼒を知っ

てもらい、日常的に船橋の特産品を食べるような都市をつくる
 船橋市の農家の方たちに協⼒してもらい、市主催の特産品（梨ジュース

小松菜マフィンなど）を販売するフェアを開催
 特産品をふ・なばしにちなんで784円で販売（スタンプラリー達成で

284円クーポンあり）

八木が谷中学校

前原中学校 ふ・なばしフェア

㊫

第３回 ８月５日

【背景】
 船橋の特産品を購⼊したことがない、わからないとの回答は44.1％
 船橋の特産品があまり広く知られていない
 市外、県外の⼈にも船橋の特産品の魅⼒を知ってもらいもっと広めたい
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八木が谷中学校 道を広くし、自転⾞と歩⾏者の道を分離します︕

㊫

【背景】
 船橋市は⼈⼝が多い割に歩道や自転⾞が通る道が狭い
 自転⾞と歩⾏者の道を分離することで安全を確保でき、快適に通⾏可能
 歩⾏者や自転⾞利用者の安全意識のマナー向上にもつながる
 自転⾞専用レーンが必要だと思う⼈は91.5％

【提案】
 道路の拡張と新設を⾏い、自転⾞と歩⾏者の道を分離
 安全な通⾏のため標識とラインの設置し、歩⾏者・自転⾞エリアの設定
 ⻑期的な計画となるため、順次実⾏していく



学校

〜第３回の様⼦〜

第３回 ８月５日
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千葉日本大学第一中学校

㊫

完璧なリゾート型公園
船橋アンデルセンリゾート

【背景】
 アンデルセン公園は⼦連れファミリー層に向けた公園である
 ⼦連れ以外にも楽しめる施設にする必要がある
【提案】
 船橋にリゾートを作りたい。アンデルセン公園を活用しその近くにホテル

などを設置することでリゾート化を進めることが可能
 貸切も出来る公園を活かした式場を作り、普段訪れない⼈にも来てもらう
 陶芸、染物や彫刻、絵画等の大⼈向けの体験イベントを導⼊
 明確なフォトスポットを確⽴や、自然を活かした写真大会を企画する



船橋中学校

若松中学校 防災をもっと身近に︕
防災スタンプラリーで楽しみながら備える街にします︕

街灯の灯りを明るくします︕

【背景】
 日本は災害が多く、防災・減災の取組が必要だが、知識を身につける

場が少ない
 楽しみながら災害について知り、防災意識を高める取組で、船橋市を

防災に強いまちにしたい
【提案】
 船橋市のアプリ「ふなっぷ」にスタンプラリー機能を追加

→避難所や防災井⼾等、の設置場所等をチェックポイントとする
 災害体験イベントや防災設備の使用体験、防災用品等販売

→参加景品として防災マスター認定証を贈呈する ㊫

【背景】
 歩⾏者、自転⾞の安全確保が求められている
 道路や歩道に障害物など危険な箇所がある
 駅周辺には街灯があり明るいが、駅を離れると暗い場所が多い
 犯罪の危険性もある
【提案】
 ⼈通りが少ない道に、自動で光る⼈感センサーを備えた街灯を設置

→常時点灯しているものではないため、電気代の削減
 街灯をLED化することで、省エネと高寿命に
 街灯のデザインを市内の生徒が考え、魅⼒が感じる街灯に

㊫

第４回 ８月７日
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⼆宮中学校

七林中学校 船橋市内全小中学校に
折りたたみヘルメットを導⼊します︕

給食時、環境に優しいストローを提供します︕

㊫

㊫

第４回 ８月７日

【背景】
 プラスチックストローは海洋汚染の原因にもなるもので、自然分解され

にくく、海洋生物に悪影響を及ぼす
 ⼆宮中の２学年では６４％がストローを使っており、理由としては

ストローがないと飲みづらくこぼしやすい、衛生的に不安など
【提案】
 環境に優しいストローの提供

→カフェチェーンの新しいストローは、植物などのバイオマス原料で
作られており、海水中や⼟壌でも分解されるもの

→製造している会社の担当者に確認したところ、カフェ以外でも喫茶店
コンビニ等にも提供している

【背景】
 首都直下型地震や南海トラフなど、大きな災害が想定され、身を守る

⼿段が必要。船橋市は危険区域に含まれ、震度６強が想定されている
 災害が発生したときにリュックを持って逃げることになっているが、

ロッカーが混みあって素早く非難できない可能性がある
【提案】
 折りたたみヘルメットの導⼊する

→耐用年数は購⼊から６年程度であり、⻑く使える
→サイズ調整可能で、事前に調整しておけば簡単に被り避難可能
→費用は全中学生を対象とすると、約２億６千万円
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三山中学校

高根台中学校 給食をワンプレートにします︕

㊫

㊫

第４回 ８月７日

【背景】
 ランチルームでの給食の時間に混雑が発生している
 紙の食券を担当の先生に渡し、日付、献⽴（Ａ・Ｂ）、⽒名、アレル

ギーの有無を確認する流れ
 この食券の目視確認が混雑の大きな原因であり、それによって喫食時

間が短くなってしまうこともある。
【提案】
 現状の紙の食券に２次元コードを添付し、食券のデジタル化を⾏う

→目視確認の時間を省略でき、混雑解消、喫食時間が確保
 将来的には紙の食券は廃止し、スマホで２次元コードをかざす

【背景】
 高根台中の状況で試算すると、給食の食器を洗う時の水の量は、学校

全体で使用する水全体に対し、１３．３％
 洗い物をするときに使う水の量が多く、資源を節約して環境をよくし

ていく必要がある
【提案】
 給食のお皿をワンプレートにすることで、お皿が減り、おぼんが不要に

→洗う時の水の量を節水できる
 ワンプレート化により、アルミカップが不要となる

→ごみの量を減らし資源を守ることができる

食券のデジタル化
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坪井中学校 船橋市⺠の生存率を高めます︕「避難所での過ごし方」
〜快適に過ごすために私達にできること〜

㊫

第４回 ８月７日

〜第４回の様⼦〜

【背景】
 市内中学生の防災意識向上のための関心を高める必要がある
 世代から世代へバトンを渡すように防災意識を高めていかなくては

ならず、災害に備えておくことの必要性は高い
【提案】
 中学校の体育館を会場とし、避難所体験として用いる

→体験した感想や意⾒、改善点などを話し合い、意識を高めあう
 体験型にすることで意欲的に学べ、災害時でも冷静に対応できる
 中学生、運営、高齢者・障害者の３チームに分かれ、役割分担し、

それぞれの⽴場を体験する→「共助」の意識を持つことにつながる
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皆さんから提案していただいた意⾒は、
それぞれの分野ごとに市役所の職員等で
じっくり話し合いを重ねて回答します。
皆さんのところに回答が届くのは、
令和８年３月頃の予定です。
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